
平成 29 年 10 月 19 日 
 

アジア・モンスーン地域の建築環境小委員会 

第 2回 議事概要（案） 

 
日時： 平成 29年 10月 19日 13：00～15：00 

会場： 建築会館 305会議室 

出席者： 外岡豊（埼玉大学名誉教授，（一社）国際環境研究協会），福代和宏（山口大

学），高口洋人（早稲田大学），一之瀬雅之（首都大学東京），久保田徹（広島大学）（Skype），

高偉俊（北九州市立大学），川上梨沙（清水建設）（記） 

 

1. 議事録確認（資料 2－1） 

 前回議事録の確認，メンバー追加（宇野先生，川上）の報告があった。 

2. 地球環境本委員会（第 1回，2017年 8月 3日開催）報告（資料 2－2） 

 本委員会議事次第の項目紹介，その他，パネルディスカッション素案２つの紹介

（外岡先生），および女性参画比率クリアの報告（福代先生）があった。 

3. その他連絡事項 

 中国・珠海で国際グリーンビルディングと建築省エネルギー技術博覧会（2018 年

4 月）が開催される。（高先生）→他国の協賛は母体が大きいため，まずは吉野先

生に相談し，学術セッションに参加するか否かを検討する。 

 国際会議の案内は随時、小委員会メンバーへ回覧する。 

4. 研究紹介 

 早稲田大学 高口先生（資料 2－3）→「タイ、バンコクの環境建築、住まい方事

例」および「アジアの民生用エネルギー需要構造と将来予測に関するプラットフ

ォーム構築」の紹介。QOL への影響要因分析では「幸福度」の寄与率が最も高く、

カンポンでの調査（久保田先生，「愛着」が高い）とやや結果が異なった。→社

会的要因（時代や社会の成熟レベル）や物理的要因によって寄与率は変化するか？

また、ノスタルジーを喚起する建築計画は可能か？等の意見が有った。 

 山口大学 福代先生（資料 2－4）→実施せず。次回以降に紹介。 

 

5. 次回の日程調整 

 12月後半ごろの開催を予定。 

以上 

 


